
第８３回 経営協議会議事録

日 時：令和２年６月１５日（月） 

～令和２年６月１９日（金）

出席者

長谷部勇一（議長）、髙木まさき、梅原出、根上生也、中村文彦、松川誠司、

相澤益男、亀崎英敏、國井秀子、合田隆史、辻慎吾、古尾谷光男、松本洋一郎

議 事

Ⅰ 議事録報告

第８２回経営協議会議事録（案）について、資料１のとおり確認した。

Ⅱ 特別報告

１．新型コロナウイルスに係る本学の主な取組について

新型コロナウイルスに係る本学の主な取組について、資料２及び資料２－１～資料２－４のとお

り報告された。

委員からの意見等は次のとおり。

・新型コロナウイルスに係る横浜国立大学の取組は、その迅速性と適切性において、きわめて高く評

価される。これまでの学生対応に加えて、研究面での転換も時宜を得ている。ポスト・コロナを見

据えて、今回の危機対応を活かし、新しい大学インフラの構築に発展することを期待したい。

・新型コロンウイルスに係る本学の取組は、迅速、適確且つ積極的に実施されており、高く評価する。

又ワクチンと治療薬が出る迄は終息が見込めず第二波、第三波もなしとはしない中、「感染拡大防

止に対する本学の行動指針」を策定されたこと並びに「新型コロナウイルスに係る本学の研究事

例」の特設サイトを設置されたことも学生支援等と同様意義深い。 

・学長のリーダーシップのもと、学内のリスク管理研究分野の専門的知見も活かし、迅速に新型コロ

ナウイルス感染対応がなされたと思います。

・敬意を表します。きめ細やかなご配慮をお願いいたします。

・適切な対応が取れている。

Ⅲ 審議事項

１．機構等内センター（先進化学エネルギー研究センター、量子情報研究センター）の設置について

 資料３－１～資料３－４のとおり、先端科学高等研究院内に、電気化学を軸とした化学エネルギー

関連の研究拠点としての「先進化学エネルギー研究センター」及び量子情報関連分野の研究拠点とし

ての「量子情報研究センター」を設置することについて、審議の結果、原案のとおり承認された。

委員からの意見等は次のとおり。

・２つの研究センターの設置は適切であると判断される。申請書に記載されているが、先進科学エネ

ルギー研究センターはリスク共生社会創生センターとの連携がきわめて重要であると思われる。

この連携をさらに鮮明にすることが、両組織の将来性につながるものと期待する。



・大変前向きな施策であり賛成。世界トップレベルの研究拠点として国際社会の発展に貢献すること

を強く期待する。

・積極的にとりくんでいただくこと、とてもいいことだと思います。成果を期待しております。

２．令和元年度決算（案）について

令和元年度決算について、資料４のとおり貸借対照表、損益計算書、決算報告書等が示され、審議

の結果、原案のとおり承認された。

委員からの意見等は次のとおり。

・運営交付金の削減が続く中、今後を睨んで産学連携活動や受託研究等による外部資金獲得への一層

の努力が望まれる。

３．平成３１年度に係る業務の実績及び第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案）に

ついて

 資料５のとおり、第３期中期目標期間における業務運営・財務内容等の業務実績報告として国立大

学法人評価委員会に提出する、「平成３１年度に係る業務の実績及び第３期中期目標期間に係る業務

の実績に関する報告書（案）」が示され、審議の結果、原案のとおり承認された。

委員からの意見等は次のとおり。

・全体的に着実に成果を上げられたことを高く評価します。

４．第３期中期目標の達成状況報告書（案）について

 資料６のとおり、第３期中期目標の達成状況報告として大学改革支援学位授与機構に提出する、

「第３期中期目標の達成状況報告書（案）」が示され、審議の結果、原案のとおり承認された。

委員からの意見等は次のとおり。

・審議３．と共通ですが、令和２年度以降は With Corona の新しいパラグラムを

見据えた創造的な取り組みが求められると思います。世界を視野に入れた指導的な役割を期待し

ております。

Ⅳ 報告事項

１．令和２年度学長戦略経費の配分及び令和元年度学長戦略経費の評価結果について 

 令和２年度学長戦略経費の配分について資料７－１～資料７－３のとおり、また、令和元年度学長

戦略経費の評価結果について資料７－４～資料７－５のとおり報告された。

２・令和元年度全学協力事業基金決算報告について

令和元年度全学協力事業基金決算報告について、資料８－１～資料８－２のとおり報告された。

３．令和元年度監事監査報告について

令和元年度監事監査報告について、資料９のとおり報告された。

以上




